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1. はじめに 
日本の大学の学部に在学し，日本語で専門分野を学ぶ外国人留学生（以下
学部留学生とする）は専門分野の知識をほとんど持っていないにもかかわら
ず，日本人大学生と同等の学習スキルを授業で求められる。また，大学とい
う生活環境を中心とした人的ネットワーク作りのための高度な日本語コミュ
ニケーション能力も求められる。 
今までの研究は，大学側が日本語教師や大学の学部レベルの一般授業を担
当する教員（教官）に対して留学生に期待する日本語能力に関する調査が多
く，学部留学生の大学での学習生活全般に関わる日本語能力，およびその日
本語能力に影響を与えている潜在的な要因に関する調査研究が少ない。 
そこで，本研究では，学部留学生の日本語コミュニケーション能力や学習
スキルの実態を把握するため，アンケート調査を実施した。その結果をデー
タ化し，共分散構造分析を通して大学での勉学に必要とされる日本語能力は
一体どのような潜在的な要因によって影響されているのか，またその潜在的
な要因の間にどのような因果関係や相乗関係を有しているのかを探りたい。 
 
2. 先行研究 
学部留学生に必要な日本語能力とは何かについて，日本留学試験の「日本
語シラバス」「測定対象能力」の記述によると，「この試験は日本での留学
生活を送る上で，日本語によるコミュニケーション能力があるかどうか，ま
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た，自国での初等・中等教育修了までに習得した知識を前提としながら，日
本の大学での学習・研究活動を行うための日本語能力があるかどうかを測定
する言語テストであり，かつ，標準テストである。」1と述べられている。つ
まり，日本語によるコミュニケーション能力，および日本の大学での学習・研
究活動を行うためのスキルという二つの部分に分けられていると考えられる。 
 また，堀井（2006）は日本の大学での勉学に対応できる日本語力とは，「日
本語による講義を聞き取り理解する力，大量のテキストや資料，参考文献な
どの読解力，レポート・論文や発表のための情報収集力，レポート・論文を
書く力，発表をする力，学内でコミュニケーションをとり人間関係を作る会
話力などである」としている。さらに，以上の能力は，知識や形式的なスキ
ルだけでは得られない，総合的に「学び」につながる力であると捉えている。 
さらに，山本(2006)は「大学の講義や文献の理解力，レポート作成に求め
られる聴解力，読解力，文章表現力は大学入学後にすぐに必要とされ，それ
らはその後に続く専門ゼミでの発表，卒論作成のための文章・口頭表現力の
基礎能力となる」としている。「さらに，以上で述べた学習・研究活動を通
して訓練・蓄積された論理的・分析的思考力および表現力は今後の職業生活
や社会生活で営まれる知的活動に必要な日本語力へとつながっていく」とも
考えている。 
 以上の先行研究は学部留学生が人間関係を作るコミュニケーション能力
と専門分野における学習・研究活動に必要な学習スキルとは関連性があると
するだけで，それらは別々の能力ではなく，お互いに影響し合い，相乗関係
を有しているという一歩踏み込んだ研究にはなっていない。本研究の調査お
よび潜在変数2を使った潜在要因の統計分析を通して，それを検証したいと考
える。
                                                                 
1 (調査研究協力者会議 2000)『「日本留学のための新たな試験」について―渡日前入
学許可の実現に向けて』 
2 人の知能や各種の能力あるいは景気や経済力といったものは，直接測定できない。 
 これらは「構成概念」と呼ばれ，これを表す変数を「潜在変数」と呼ぶ。測定の出
来る変数を「観測変数」と呼ぶ。 
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3. 調査方法 
3.1 調査概要 
 調査は 2008 年 5 月から 6 月中旬まで実施し，調査対象は関東地域にある
国立・公立・私立大学 10 校に在学する学部留学生とした。調査方法は書面
による選択及び記述式アンケート調査である（資料 1）。調査内容に関して
は，(札野他 2006)の調査項目を参考にし，予備調査の結果や日本語教育専門
家の意見を参考した上で，調査項目を設定した。アンケートの各質問で留学
生が日本語を用いる行動を提示し，その行動を行うことを想定した上で，被
調査者に自分の日本語能力の自己評価を行ってもらうこととした。 
 
3.2 調査対象者のプロフィール 
 調査対象は大学学部に在籍している 1 年から 4 年までの留学生 147 名であ
る。専門分野の内訳は 147 名の回答者中，文系が 111 名(75.5%)，工学が 25
名(17%)，理学 5 名(3.4%)，建築 3 名(2%)，農学 1 名(0.7%)，その他の 2
名は不明である。性別に関しては，男性 79 人(53.7%)，女性 68 人(46.3%)で
ある。国籍に関しては，中国初め韓国，ベトナム，マレーシア，インドネシ
アなど 10 ヶ国（地域）となっている。全体の中 74.5%の 82 人は日本語能力
試験 1 級の合格者である。 
 
3.3 統計分析の手法 
 統計ソフトの SPSS for Windows 15.0J を用いてデータを数量化し，探索的
因子分析を行った。その結果を用いて，SPSS のオプションソフトの Amos 7.0
を利用し，コミュニケーションと専門分野の日本語能力の間に因果関係や相
乗関係を有することを共分散構造分析により検証した。 
 
4．学部留学生の日本語能力への探索的因子分析 
 147 名の分析対象者についてデータ値の相関関係を測り，パート 1 とパー
ト 2 の全 50 項目について，分析の対象者の評定値を用いて，プロマックス
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回転によって主因子分析を行った(表 1)。その結果，固有値が 1 以上を示す
6 つの因子を抽出し，さらに固有値は 0.975 で極めて 1 に近い 1 つの因子を
抽出し，あわせて 7 つの因子を抽出した。この 7 つの因子を学部留学生の有
する日本語能力の潜在変数とした。プロマックス回転後の因子負荷量は(表
1)に示す通りである。 
 
表 1 パターン行列 
変数 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 因子6 因子7 
レポート作成 .856       
考えを述べる .826       
レジュメを作成する .801       
論文を書く .751       
議論する .729       
論文要約 .727       
クラスやゼミで口頭発表する .726       
ゼミ資料の要点を口頭発表する .697       
教官・教員に質問する .584      
実験結果を纏めレポートを作成する .558       
視聴覚教材を理解する  .421       
教科書参考書を読んで理解する         
必要な書類を読んで記入する   .863      
説明・相談   .777      
必要な書類を読んで記入する   .632      
指示されたことを理解する   .608      
用件を伝える   .605      
書類の記入   .579      
指示を受ける   .549      
情報収集    .922     
ワープロ文書作成    .813     
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変数 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 因子6 因子7 
コンピュータ操作    .787     
日本語で電子メールをやりとりする    .753     
図書館などで資料を検索する    .433     
個人的なことで文通する     .737    
個人的なことを話す     .637    
交友     .585    
困っていることを説明相談する      .898   
世間話をする（学外）      .580   
注意を理解する      .549   
講義を聞いて理解する       .663  
板書を読んで理解する       .632  
ノートをとる       .526  
口頭指示を聞いて理解する       .448  
専門文献を読んで理解する       .402  
授業で不明な箇所を質問する        .643
推薦状作成の依頼        .597
個人的な悩み将来について話す        .508
世間話をする（学内）        .479
固有値 13.690 3.812 2.425 1.647 1.290 1.043 .975
寄与率（%） 30.422 8.470 5.390 3.659 2.868 2.318 2.167
累積寄与率（%） 30.422 38.892 44.282 47.941 50.808 53.126 55.292
第1因子 1.000
第2因子 .410 1.000
第3因子 .547 .415 1.000
第4因子 .087 .076 .056 1.000
第5因子 .338 .344 .201 .171 1.000
第6因子 .522 .357 .482 .001 .123 1.000
第7因子 .379 .360 .305 .456 .364 .307 1.000
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日本語教育専門家の助言を得た上で，潜在変数とされた 7 つの因子につい
てそれぞれ解釈し，命名した。探索的因子分析から，学部留学生が有してい
る日本語能力に関しては，専門分野（表出能力），事務処理能力，情報処理
能力，交友関係構築能力，社会関係構築能力，専門分野（理解力），および
敬語使用能力の 7 つの潜在変数から構成されることになる。そこで，各項目
の内容を考量し，7 つの因子のそれぞれに高く負荷する項目を 3 項目ずつ選
定し，これを 7 つの潜在変数を測定する観測変数とした(表 2)。 
 
表 2 共分散構造分析に用いる潜在変数とその観測変数 
潜在変数 観測変数 因子負荷量 観測変数 
専門分野 
（表出能力） 
A1 0.856 レポートの作成 
L7 0.826 考えを述べる 
A3 0.727 論文要約 
事務処理能力 
J2 0.863 必要な書類を読んで記入する 
W3 0.608 指示されたことについて理解する 
X1 0.605 用件を伝える 
情報処理能力 
T4 0.922 情報収集 
T3 0.813 ワープロ文書作成 
T2 0.787 コンピュータ操作 
交友関係構築能力
F6 0.737 個人的なことで文通する 
F5 0.637 個人的なことを話す 
F1 0.585 交友 
社会関係構築能力
D2 0.898 困っていることを説明・相談する 
D1 0.580 世間話をする（学外） 
D3 0.549 注意を理解する 
専門分野 
（理解力） 
L1 0.663 講義を聞いて理解する 
L2 0.632 板書を読んで理解する 
L3 0.526 ノートを取る 
敬語使用能力 
P1 0.643 授業で分からないところを質問する 
P2 0.597 推薦状作成の依頼 
P4 0.508 個人的な悩みや将来について考えを話す 
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なお，各項目の信頼性については，クローンバックのα係数による内部整
合性を検討した結果，「専門分野（表出能力)｣（α＝.81），「事務処理能力｣
(α＝.74），「情報処理能力｣(α＝.88），「交友関係構築能力｣(α＝.63），
「社会関係構築能力｣(α＝.79），「専門分野（理解力)｣(α＝.79），そして
「敬語使用能力｣(α＝.72）となった。ここで，「専門分野（表出能力)｣と「情
報処理能力」のα係数が共に 0.80 以上となったため，信頼性は高い。しかし，
「交友関係構築能力」のα係数が 0.63 と比較的に低い値であったことから，
次回調査時に，より高い信頼性が得られるような項目を検討することが今後
の課題として示された。 
 
5．共分散構造分析によるモデルの分析 
 探索的因子分析の結果からパスモデルを作成した。潜在変数間の因果関係
を共分散構造分析にて検証した。具体的な手順として，因子分析によって抽
出された 7 因子を潜在変数とし，21 の設問項目を観測変数としてパス解析を
行った。モデルの推定には最尤法を用いた。共分散構造分析の結果は(図 1)
のように示されている。 
 
表 3 モデルの共分散構造分析の結果（適合度指標） 
モデル名 
カイ 2 乗検定 
GFI AIC RMSEA
カイ 2 乗値 自由度 確率 
パスモデル 202.685 175 .074 .977 314.685 .033 
 
表 3 に明示されたように，パスモデルの分析結果から得られた主な適合度
指標の値3をみると，カイ 2 乗値は 202.685 であり，自由度は 175，確立水準
は 0.074＞0.05 のため棄却されず，モデルの適合性が認められた。さらに，
GFI の値は 0.977 であり，基準値の 0.9 より大きいため，妥当性を備えたモデ
                                                                 
3 適合度指標については，山本ほか（1999）の示す妥当と判断されている数値を目安
とした。 
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ルであるといえよう。また，カイ 2 乗検定や GFI によって採択されたモデル
を AIC で図り，最小モデルと認められた。RMSEA は 0.033 であり，0.08 以
下であるので適合度の高いことが説明される。よって，このモデルは適切で
あることが証明された4。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カイ 2 乗＝202.685 
自由度＝175 
確率水準＝.074 
 
図 1 学部留学生の日本語能力に関する共分散構造分析結果 
                                                                 
4 因果関係を表すパラメータは回帰係数またはパス係数と呼ばれ，因果関係の強さを
表す。本研究では，「パス係数」の呼称を使用する。図 1 のパス係数はすべて 5%水
準で有意である。 
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6. 分析結果 
今回のアンケート調査の全体的なイメージを表しているこのモデル図を
見ると，因子負荷量の一番高い「専門分野(表出能力)｣と 2 番目に挙げられ
ている「事務処理能力」は学部留学生の中でより重要度の高い因子であると
同時に，それらに関する日本語能力が，大学の日本語教育の中で高められる
ことを望んでいるように伺える。つまり，大学での勉学と生活の二つの面か
ら考えれば，以上の二つの因子は学部留学生の中で重要なポイントとなるこ
とが分かる。 
 次に，3 番目に因子負荷量が高いのは，「情報処理能力」である。つまり，
留学生の専門分野での学習・研究活動だけではなく，学生生活の中ではコン
ピュータや電子機器の利用という情報リテラシーは重要な能力の一つだと
考えられる。 
また，「専門分野(理解力)｣は唯一の独立変数5であるが，「専門分野(表出
能力)｣と「情報処理能力」との因果関係の強いことが示されている。「専門
分野(理解力)｣から「専門分野（表出能力)｣へのパス係数は.72 であり，「情
報処理能力」へのパス係数は.57 であり，「専門分野(理解力)｣から「専門分
野(表出能力)｣，および「情報処理能力」にかなり影響を与えていることが
示されている。 
学部留学生の「敬語使用能力」は「事務処理能力」，｢社会関係構築能力」，
および「交友関係構築能力」へのパス係数を見ると，それぞれ.63，.63，.36
であり，｢敬語使用能力」は「事務処理能力」，｢社会関係構築能力」，およ
び「交友関係構築能力」に与える影響が大きいと考えられる。生活費の高い
日本ではアルバイトを余儀無くされる留学生が多く，そのアルバイトに必要
な日本語能力を含む「事務処理能力」について敬語を使用する日本語能力が
求められていると思われる。さらに，専門分野での学習・研究にあたり，指
導教官や同じゼミナールに所属する日本人学生との人間関係の構築などに
                                                                 
5 1 つの変数はモデル内のどの変数からも影響を受けていない，このような変数は独
立変数と呼ばれる。 
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も敬語の使用は欠かせないと思われる。 
なお，「敬語使用能力」は「専門分野(表出能力)｣にもシフトしている。
そのパス係数は.21 で高くないが，学部留学生は実際に，クラスやゼミ，ま
た，研究会などで口頭発表やディスカッション時に敬語を使い，自分の意見
や考えを述べることがある。相手や場面に合わせて適切に敬語を使用するこ
とは，円滑なコミュニケーションには必須なため，その「敬語使用能力」は
学部留学生の学習・研究活動には必要不可欠だと考えられる。 
各潜在変数を測定する観測変数にそれぞれ誤差変数6（e1～e21）をつけた。
その誤差変数の間にも相関関係が見られる。パス係数が一番高いのは(e14)
と(e16)の相関である。それは，設問のセクションが違うが，「個人的なこと
を話す」といった内容に関しては関連性を有している。また，パス係数が二
番目に高いのは，(e5)と(e20)の相関である。(e5)は「コンピュータ操作」で
あり，(e20)は「板書を読んで理解する」である。一見内容には関連性がない
と思われるが，今回の調査に寄せられた学生たちのコメントを見ると，実際
に学部の授業中にパワーポイントや電子機器を使うことが多く，コンピュー
タに関する知識を有することは，そういった授業の進行に違和感を持たず，
授業内容の理解にも役に立つと考えられる。 
 以上の分析から，学部留学生の日本語コミュニケーション能力に関しては，
7 因子の間にはそれぞれ因果関係があり，さらに，その観測変数の間にも相
乗関係が示され，お互いに影響し合っていることが明らかになった。 
 
7. まとめと今後の課題 
 今回の学部留学生の日本語コミュニケーション能力，および専門分野での
学習スキルに関する調査の結果から，学部留学生の学習・研究活動や学生生
活に必要とされている「大学生活に必要な日本語コミュニケーション能力」
                                                                 
6 山本ほか（1999）によれば，因果の結果は因果の原因による結果として決まるもの 
あるが，それだけでは説明できない部分があり，これを「誤差」とすることを意味
している。その係数は「誤差係数」とする。 
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と「専門分野における学習・研究活動に必要な日本語での学習スキル」は強
い相乗関係を持ち，お互いに影響し合っていることが検証できた。 
しかし，今回の調査だけで，学部留学生が有する日本語コミュニケーショ
ン能力，および学習スキルのすべてが分析できたわけではない。今回の調査
は学部留学生の自己評価によるもので，その被調査者の性格や学習経験など
によって，自己評価に誤差が生じる可能性を否定できない。また，調査デー
タは 1・2 年生に集中しており，さらに，各研究分野によって必要とされる
日本語能力の内容がかなり異なっているため，その研究分野および学年別に
よって学部留学生の有する日本語能力や大学学部の日本語教育に対する要
望も異なることが推測される。今後，研究分野別および学年別で調査を行い，
その上で，各能力の養成に有効的な指導法について研究していきたいと考え
ている。 
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資料 1 
大学学部留学生に対する日本語教育現状調査内容 
〈回答のための 5 段階尺度〉 
５＝十分にできる，４＝大体できる，３＝ややできる，２＝あまりできない 
１＝できない 
パート１．日本語での人的ネットワーク作りのための日本語能力 
〈学内〉 
友達・クラスメート，クラブ・サークルでの仲間とのコミュニケーション 
F-1 初めて会う人と自己紹介をして友達になる    
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
F-2 事務連絡や活動で必要なコミュニケーションを行う 
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
F-3 流行のファッションや音楽，遊びなどについて話す      
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
F-4 授業ノートを見せてもらい分からないところを尋ねる  
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
F-5 個人的な悩みや将来についての考えなどについて話す  
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
F-6 個人的な話題で電子メールや手紙のやり取りをする   
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５ ４ ３ ２ １   （  ） 
教官/教員，留学生アドバイザー，身元保証人とのコミュニケーション 
P-1 授業で分からないところについて質問する       
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
P-2 推薦状作成の依頼などをする             
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
P-3 世間話（天気ニュースの話題，近況報告等）をする     
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
P-4 個人的な悩みや将来についての考えなどについて話す  
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
P-5 相手によって敬語を使い分ける            
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
事務室/局，図書館，売店などでの担当職員とのやりとり 
X-1 用件を伝える（欲しい書類をもらう，質問するなど）    
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
X-2 必要な書類を読んで記入する              
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
〈学外〉 
寮・下宿アパートの管理人，大家さん 
D-1 世間話をする                    
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
D-2 困っていることを説明，相談する            
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
D-3 生活上の問題について注意を理解する         
５ ４ ３ ２ １   （  ）（例：ごみの出し方など） 
アルバイト先での上司・同僚との交流 
J-1 仕事の指示を受ける                 
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
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J-2 必要な書類を読んで記入する             
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
J-3 世間話をする                    
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
J-4 アルバイトで職場用語を使用する                      
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
区役所，銀行，入管，病院 
W-1 困っていることを説明・相談する            
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
W-2 必要な書類を読んで記入する              
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
W-3 指示されたことについて理解する            
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
 
パート２．大学での学習・研究活動のための日本語能力 
講義・ゼミナール 
L-1 講義を聞いて理解する                
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
L-2 板書を読んで理解する                
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
L-3 ノートをとる                    
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
L-4 教官・教員に質問する                 
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
L-5 ゼミ資料の内容の要点をまとめて口頭で説明する    
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
L-6 レジュメを作成する                 
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
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L-7 自分の考えを述べる                       
５ ４ ３ ２ １    (    )     
L-8 議論する                      
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
実験・実技･実習 （自分に関係ある項目について記入してください） 
E-1 口頭指示を聞いて理解する            
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
E-2 (実験)手引き書や機器のマニュアルを読んで理解する   
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
E-3 予測できる正常な状況を口頭で説明する         
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
E-4 予測できない異常な事態（事故・トラブル）を口頭で説明する 
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
E-5 (実験)ノートにデータなどを記入する          
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
E-6 (実験)結果をまとめて短いレポートを作成する      
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
予習・復習・自習 
S-1 教科書や参考書を読んで理解する           
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
S-2 専門文献を読んで理解する              
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
S-3 視聴覚教材を理解する                
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
 課 題  
A-1 レポートを書く                   
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
A-2 論文を書く                     
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５ ４ ３ ２ １   （  ） 
A-3 参考論文を要約する                 
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
A-4 クラスやゼミで口頭発表する             
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
A-5 学会や研究会で口頭発表する             
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
日本語を媒介とした技能 
T-1 図書館などで資料を検索する             
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
T-2 日本語環境のコンピュータを操作(設定・印刷など)する 
  ５ ４ ３ ２ １   （  ） 
T-3 日本語のワープロ文書を作成する           
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
T-4 インターネットで日本語での情報を得る        
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
T-5 日本語で電子メールをやりとりする          
５ ４ ３ ２ １   （  ） 
 
 
＊ご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 
